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「
大
井
手
の
楽
校
」
大
井
手
・
白
川
お
や
こ
ス
ケ
ッ
チ
大
会

４
０
０
年
た
っ
た
今
も

市
内
の
農
地
を
潤
す
重
要
な
水
路

　
今
か
ら
４
０
０
年
以
上
前
の
慶
長

年
間
に
、
肥
後
藩
主
・
加
藤
清
正
に
よ

っ
て
造
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
「
大
井

手
」
。
熊
本
市
中
心
部
を
流
れ
る
白
川

の
渡
鹿
堰
（
と
ろ
く
ぜ
き
）
か
ら
取
水

し
、
大
江
、
新
屋
敷
を
流
れ
、
九
品
寺

の
安
巳
（
あ
ん
せ
い
）
橋
付
近
で
再
び

（
白
川
に
）
合
流
す
る
全
長
約
２
・
６

㌔

の
農
業
用
水
路
で
す
。こ
の
大
井

手
の
歴
史
や
役
割
を
広
く
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
中
央
区
が
ま
ち
づ
く

り
事
業
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る

の
が「
大
井
手
の
楽
校
」で
す
。

　
「
大
井
手
の
楽
校
」
で
は
、こ
れ
ま
で

大
井
手
に
ま
つ
わ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
里
川
歩
き
な
ど
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
。
１
月
　
日
に
は
、
熊
本
市
内
在
住
の

２７

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
対
象
に
し
た

「
大
井
手
・
白
川
お
や
こ
ス
ケ
ッ
チ
大

会
」
を
実
施
。
約
　
人
の
親
子
連
れ
が
参

５０

加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
大
井
手
の
清
掃
活
動
と

ホ
タ
ル
の
飼
育
に
長
年
取
り
組
ん
で
い

る
「
大
井
手
を
守
る
会
」
の
渡
邉
幸
助
会

長
か
ら
（
大
井
手
の
）
歴
史
や
会
の
活
動

に
つ
い
て
の
説
明
を
聞
い
た
後
、
実
際

に
新
屋
敷
周
辺
の
大
井
手
沿
い
を
歩
き

な
が
ら
、ス
ケ
ッ
チ
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨

ら
ま
せ
ま
し
た
。

　
渡
邉
会
長
は
「
私
た
ち
の
子
ど
も
時

代
は
、
魚
を
捕
っ
た
り
泳
い
だ
り
し
て
遊

ん
で
い
ま
し
た
。
徐
々
に
都
市
化
が
進

み
、
生
活
排
水
が
大
量
に
流
れ
込
ん
だ

た
め
、
昭
和
　
年
代
ご
ろ
に
は
ド
ブ
川

４０

の
よ
う
で
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。
し

か
し
、
守
る
会
の
長
年
に
わ
た
る
清
掃

活
動
の
お
か
げ
で
、
毎
年
５
～
６
月
に

は
ホ
タ
ル
が
舞
う
ま
で
に
水
質
が
改
善

さ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
用
水
路
と
し
て
整
備
さ
れ
た
大

井
手
。
実
は
、
今
も
供
現
役
僑
の
水
路
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
途
中
、
一
の
井

手
、
二
の
井
手
、
三
の
井
手
と
枝
分
か
れ

し
、
東
区
や
南
区
の
農
地
約
２
５
０
㌶

へ
水
を
運
ぶ
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。ス

ケ
ッ
チ
大
会
で
は
、
大
井
手
の
水
を
使
っ

て
栽
培
し
た
お
米
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、

参
加
者
は
「
４
０
０
年
も
前
に
造
ら
れ

た
井
手
が
今
も
使
わ
れ
て
い
る
な
ん
て

す
ご
い
！
」
と
驚
い
た
様
子
で
し
た
。
　

　
「
大
井
手
の
楽
校
」
を
主
催
す
る
中
央

区
ま
ち
セ
ン
の
道
家
梨
花
さ
ん
は
、

「
『
守
る
会
』
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の

活
動
の
お
か
げ
で
、
大
井
手
が
地
域
の

貴
重
な
財
産
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る

ん
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
こ
の
日
描
か
れ
た
作
品
は
、
３
月
　１８

日
に
中
央
区
大
江
の
イ
オ
ン
熊
本
中
央

店
１
階
の
催
事
ス
ペ
ー
ス
で
優
秀
作
品

の
表
彰
を
行
っ
た
後
、
　
日
ま
で
同
会
場

２５

に
展
示
さ
れ
ま
す
（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

も
開
催
）
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
の
目

に
、
大
井
手
が
ど
の
よ
う
に
映
っ
た
の
か
、

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
見
て
み
ま
せ
ん
か
。

加
藤
清
正
が
築
い
た
農
業
用
水
路
は

ホ
タ
ル
が
舞
う
貴
重
な
地
域
の
財
産

大井手沿いで思い思いに絵を描く

子どもたち。どんな作品に仕上がっ

ているか楽しみです

大井手は歴史的な価値があるだけで

なく、コミュニティーづくりにも役立っ

ている地域の“宝”です。中央区まちセ

ンでは、今後もこうした眠っている地

域の財産の掘り起こしをサポートして

いきます　！　大井手を守る会の活動な

どに興味のある方は、中央区まちづく

りセンターまでお問い合わせください。

中央区新屋敷付近を流れる大井手（写真奥が上流）。下流に行くにつれ二の井手、三の井手と枝分かれします

中央区まちづくりセンター

道家　梨花さん

　
年
以
上
続
く
清
掃
活
動

４０子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
い

次
世
代
の
担
い
手
に

　
「
大
井
手
を
守
る
会
」
で
は
、
前
身
の
ホ
タ

ル
の
会
を
含
め
、
　
年
以
上
に
わ
た
っ
て
月
１

４０

～
２
回
の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

　
～
　
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
誰
も
が

２０

３０

大
井
手
の
環
境
を
守
る
こ
と
を
供
自
分
事
僑
と

し
て
考
え
て
い
る
の
が
、
活
動
を
継
続
で
き
て

い
る
秘
け
つ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
　
　

　
今
回
の
ス
ケ
ッ
チ
大
会
の
よ
う
に
、
小
さ
い

実際に大井手沿いを歩きながら、渡邉さん

らの説明を受ける参加者

子
ど
も
た
ち
に
も
大
井
手
の
歴
史
や
役
割
、

そ
し
て
、
ホ
タ
ル
を
見
ら
れ
る
環
境
が
ど
の

よ
う
に
維
持
さ
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
、
私
た
ち
の
活
動
が
次
世
代
に
も

引
き
継
が
れ
て
い
け
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。
今

後
も
、
ホ
タ
ル
が
舞
う
大
井
手
の
環
境
を
守

り
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
ホ
タ
ル
を
見
て
も
ら

え
る
よ
う
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

一緒に“まちづくり”について考える

仲間を募集しています　！

所長　岩岡　博文さん

　城南まちセンでは、所長の私を含め３人のスタッフで、杉上、隈庄、豊

田の３校区を担当しています。城南地域は太鼓や獅子舞、大蛇踊りなど、

地域の伝統文化の継承に力を入れていて、そこで生まれた世代間の交

流が、まちづくりにも生かされているのが特長です。また、「Team城南

ワンダホー」など、地域の若手が“まちの魅力発信”に積極的に取り組ん

でおり、まちセンでもその活動をバックアップしています。地域担当職

員２人の頑張りで住民からの信頼も増し、（まちセンへの）要望・相談の

件数は、全まちセン中一番　！　これからも、眠っている城南の魅力の“種

火”を見つけ、その火を少し

ずつ大きくするお手伝いが

できればと思います。

見つめる先は城南の明るい未

来!?　笑顔がすてきな福島三

希子さん（写真左）と誠実な人

柄の松村竜一さん（同右）

近代日本の歴史を知る上で

重要な人・施設に光を当てる　！

　城南地域には、日本の近代史にとって重要な人物

や史跡があります。１９０８（明治４１）年の第１回ブラジ

ル移民船の輸送責任者を務め、“ブラジル移民の父”

と呼ばれた上塚周平。旧城南町の名誉町民第１号で

もあり、今もその功績を後世に語り継ぐ取り組みが

盛んです。また、１９４１（昭和１６）年に造られた陸軍隈

庄飛行場の跡地には、今も油倉庫や弾薬庫などの戦

争遺跡が残っています。

今年はブラジル日本人移民

１１０周年にあたり、再び脚光

を浴びる上塚周平（上写真）。

左は、戦時中の状況を知る

ことのできる数少ない遺跡

・陸軍隈庄飛行場油倉庫

　市内各校区で行われたさまざまなイベントの様子や、

これから行われる催しの情報を、まちセンとの関わりな

ども交えて紹介します。

あなたの“第2の人生”を

豊かにするヒントが見つかる!?

自治会
活動が

行われ
ないと

、

まちが
こんな

ことに
…

【退職後　！　子育て後　！　充実したセカンドライフを送るには？

～地域活動・ボランティアのススメ　！　～】
　仕事や子育てがひと段落した皆さん、自分の時間をどう使い、何に生きがいを求

めますか？　そのヒントは地域活動にあり　！　生涯学習インストラクター、ボランテ

ィアコーディネーターの山口温代さんを講師に迎え、セカンドライフセミナーを開

催します。■場所／清水公民館ホール　■参加費／無料（先着５０名、要事前申し込

み）　■時間／１０時～１１時３０分　■申し込み／清水まちづくりセンター　緯０９６

（３４３）９１６２

●熊本市地域政策課　緯096（328）2031（月～金曜・8：30～17：15）、chiikiseisaku@city.kumamoto.lg.jp

●中央区まちづくりセンター　緯096（328）2232　●城南まちづくりセンター　緯0964（28）2260

参加しませんか、「町内自治会活動」

あなたの加入が深める地域の絆

　災害時をはじめ、日常生活でのさまざ

まな地域の課題や問題を協力しながら

解決し、住みよいまちを作るために重要

な役割を担っている「町内自治会」。その

活動は、地域住民一人一人の協力で成り

立っています。町内自治会へ加入したい

方は、お近くのまちづくりセンターにご

相談ください。

●防犯・防火・交通安全活動

●自主防災活動　●環境美化活動

●地域福祉活動　●レクリエーション活動

●市からの広報文書の配布・回覧　など

大井手を守る会

会長　渡邉　幸助さん
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